
(57)【要約】

【課題】複数のスリーブを有する絶縁性のハウジング内

の電気的なコンタクトであって、電気伝導性のハウジン

グにねじ止め可能な結合部が設けられている形式のもの

を改良して、電気的な導体を接続するための差込み領域

及び圧着領域のほかに、包囲する電気伝導性のハウジン

グとの確実な結合も得られるものを提供する。

【解決手段】ピン又はソケットの形で形成された電気的

なコンタクト（２０’，２１’）が、差込み領域（２２

）と接続領域（２３）とを有しており、該差込み領域（

２２）と接続領域（２３）とが厚肉部（２４）により互

いに分離されているようにした。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の ス リ ー ブ （ １ ５ ， １ ５ ’ ） を 有 す る 絶 縁 性 の 供 給 イ ン サ ー ト （ １ ３ ， １ ４ ） 内 の
電 気 的 な コ ン タ ク ト （ ２ ０ ’ ， ２ １ ’ ） で あ っ て 、 電 気 伝 導 性 の プ ラ グ ハ ウ ジ ン グ （ １ ，
３ ） と の ね じ 止 め 可 能 な 結 合 部 が 設 け ら れ て い る 形 式 の も の に お い て 、 ピ ン 又 は ソ ケ ッ ト
の 形 で 形 成 さ れ た 電 気 的 な コ ン タ ク ト （ ２ ０ ’ ， ２ １ ’ ） が 、 差 込 み 領 域 （ ２ ２ ） と 接 続
領 域 （ ２ ３ ） と を 有 し て お り 、 該 差 込 み 領 域 （ ２ ２ ） と 接 続 領 域 （ ２ ３ ） と が 、 厚 肉 部 （
２ ４ ） に よ り 互 い に 分 離 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 電 気 的 な コ ン タ ク ト （ ２ ０ ’ ， ２
１ ’ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 肉 厚 部 （ ２ ４ ） の 内 部 に 孔 （ ２ ６ ） が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 電 気 的 な コ ン タ
ク ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 孔 （ ２ ６ ） が 、 ね じ 山 を 有 し て い る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 電 気 的 な コ ン タ ク ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 電 気 的 な コ ン タ ク ト （ ２ ０ ’ ， ２ １ ’ ） が 、 複 数 の ス リ ー ブ （ １ ５ ， １ ５ ’ ） を 有 す る
供 給 イ ン サ ー ト （ １ ３ ， １ ４ ） の 内 部 で ね じ （ ７ ） に よ り 電 気 伝 導 性 の プ ラ グ ハ ウ ジ ン グ
（ １ ， ３ ） に 結 合 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 電 気 的 な コ ン タ ク ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 供 給 イ ン サ ー ト の 中 央 の ス リ ー ブ （ １ ５ ’ ） が 、 分 極 手 段 （ １ ９ ） を 有 し て い る 、 請 求
項 ４ 記 載 の 電 気 的 な コ ン タ ク ト 。
【 請 求 項 ６ 】
　 供 給 イ ン サ ー ト （ １ ３ ， １ ４ ） に 係 止 ア ー ム （ １ ６ ） が 一 体 成 形 さ れ て い る 、 請 求 項 ４
記 載 の 電 気 的 な コ ン タ ク ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 供 給 イ ン サ ー ト （ １ ３ ） が 、 ウ ェ ブ （ １ ８ ） を 有 し て い る 、 請 求 項 ４ 記 載 の 電 気 的 な コ
ン タ ク ト 。
【 請 求 項 ８ 】
　 電 気 的 な コ ン タ ク ト （ ２ ０ ’ ， ２ １ ’ ） に 設 け ら れ た 厚 肉 部 （ ２ ４ ） が 、 中 央 の ス リ ー
ブ （ １ ５ ’ ） 内 に 設 け ら れ た 開 口 （ １ ７ ） に よ り 、 プ ラ グ ハ ウ ジ ン グ （ １ ， ３ ） に 電 気 伝
導 性 に コ ン タ ク ト 可 能 に な っ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 電 気 的 な コ ン タ ク ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 の ス リ ー ブ を 有 す る 絶 縁 性 の ハ ウ ジ ン グ 内 の 電 気 的 な コ ン タ ク ト で あ っ
て 、 電 気 伝 導 性 の ハ ウ ジ ン グ に ね じ 止 め 可 能 な 結 合 部 が 設 け ら れ て い る 形 式 の も の に 関 す
る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の よ う な 電 気 的 な コ ン タ ク ト は 、 Ｐ Ｅ 又 は 保 護 導 体 を 電 気 伝 導 性 の 金 属 ハ ウ ジ ン グ に
コ ン タ ク ト す る た め に 必 要 と さ れ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 差 込 み コ ネ ク タ の 絶 縁 性 の プ ラ グ イ ン サ ー ト 内 に 挿 入 さ れ る よ う に な っ て い る 電 気 的 な
コ ン タ ク ト は 、 通 常 は 差 込 み 領 域 と 接 続 領 域 と を 有 し て お り 、 こ の 接 続 領 域 は ね じ 接 続 部
、 は ん だ 付 け 接 続 部 又 は 圧 着 接 続 部 の 形 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な コ ン タ ク ト は 、 例 え ば 作 業 電 圧 が ２ ３ ０ Ｖ の 場 合 に 必 要 な よ
う に 、 電 源 の 接 地 点 と の 電 気 的 な 接 続 を 形 成 す る た め に 「 Ｐ Ｅ コ ン タ ク ト 」 が 必 要 と さ れ
る 場 合 に は 使 用 す る こ と が で き な い 。 Ｐ Ｅ コ ン タ ク ト は 、 危 険 な 人 体 電 流 に 対 す る 保 護 手
段 の た め に 必 要 で あ る 。
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 の 課 題 は 、 冒 頭 で 述 べ た 形 式 の 電 気 的 な コ ン タ ク ト を 改 良 し て 、 電 気 的 な
導 体 を 接 続 す る た め の 差 込 み 領 域 及 び 圧 着 領 域 の ほ か に 、 包 囲 す る 電 気 伝 導 性 の ハ ウ ジ ン
グ と の 確 実 な 結 合 も 得 ら れ る も の を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 課 題 を 解 決 し た 本 発 明 の 手 段 に よ れ ば 、 ピ ン 又 は ソ ケ ッ ト の 形 で 形 成 さ れ た 電 気 的
な コ ン タ ク ト が 差 込 み 領 域 と 接 続 領 域 と を 有 し て お り 、 こ の 場 合 に こ れ ら の 差 込 み 領 域 と
接 続 領 域 と が 厚 肉 部 に よ り 互 い に 分 離 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ り 得 ら れ る 利 点 は 特 に 次 の こ と に あ る 。 す な わ ち 、 い わ ゆ る Ｐ Ｅ ケ ー ブ ル が
圧 着 さ れ て い る 本 発 明 に よ る 電 気 的 な コ ン タ ク ト に よ り 、 金 属 の ハ ウ ジ ン グ と の 直 接 の 電
気 的 な コ ン タ ク ト が 得 ら れ る 。 こ の よ う な Ｐ Ｅ ケ ー ブ ル は 、 危 険 な 人 体 電 流 に 対 す る 保 護
手 段 の た め に 電 源 の 接 地 点 と の 電 気 的 な 接 続 を 形 成 す る た め 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 場 合 、 圧 着 接 続 部 を 有 し て い る 公 知 の ピ ン 又 は ソ ケ ッ ト コ ン タ ク ト に 付 加 的 な 厚 肉
部 が 設 け ら れ て お り 、 こ の 厚 肉 部 内 に は ね じ 山 付 き の 孔 が 設 け ら れ て い る 。 こ の コ ン タ ク
ト は 別 の コ ン タ ク ト と 共 に 、 複 数 の ス リ ー ブ を 有 す る 電 気 的 に 絶 縁 性 の 供 給 イ ン サ ー ト 内
に 位 置 決 め さ れ て い る 。 こ の 供 給 イ ン サ ー ト は 、 有 利 に は デ ー タ 差 込 み モ ジ ュ ー ル と 一 緒
に 金 属 の プ ラ グ ハ ウ ジ ン グ 内 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 場 合 に 電 流 ／ 電 圧 供 給 の た め の 供 給 イ ン サ ー ト 及 び 信 号 電 圧 を 伝 達 す る た め の デ ー
タ 差 込 み モ ジ ュ ー ル が 設 け ら れ て い る 。 こ の 場 合 に は 、 ね じ 山 付 き 孔 を 介 し て そ れ ぞ れ の
プ ラ グ ハ ウ ジ ン グ を 貫 通 案 内 さ れ た ね じ 固 定 部 に よ る 電 気 的 な コ ン タ ク ト が 、 前 記 厚 肉 部
と 、 プ ラ グ ハ ウ ジ ン グ の ハ ウ ジ ン グ 内 部 に 設 け ら れ た 、 ね じ 固 定 部 の た め の 開 口 を 取 り 囲
む 隆 起 部 と の 間 の 直 接 の コ ン タ ク ト を 可 能 に す る こ と は 有 利 で あ る 。 さ ら に 供 給 イ ン サ ー
ト に は 有 利 に は 係 止 手 段 が 設 け ら れ て お り 、 こ の 係 止 手 段 は 、 同 様 に プ ラ グ ハ ウ ジ ン グ 内
に 格 納 し た い デ ー タ モ ジ ュ ー ル と の 簡 単 な 結 合 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 両 方 の 供 給 イ ン サ ー ト の 不 都 合 な 差 込 み エ ラ ー に 対 し て は 、 少 な く と も １ つ の 互 い に 差
込 み 可 能 な ス リ ー ブ 対 に 対 応 し た 分 極 手 段 １ ９ が 設 け ら れ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ に は 、 ね じ 嵌 め 可 能 な フ ラ ン ジ を 備 え た プ ラ グ ハ ウ ジ ン グ １ が 示 さ れ て い る 。 こ の
ハ ウ ジ ン グ １ 内 に は プ ラ グ セ ッ ト が 挿 入 可 能 で あ る 。 こ の プ ラ グ セ ッ ト は 、 ソ ケ ッ ト の 形
で 構 成 さ れ た 「 Ｒ Ｊ － ４ ５ デ ー タ 差 込 み モ ジ ュ ー ル ９ 」 と 供 給 イ ン サ ー ト １ ３ と か ら 形 成
さ れ て い る 。 さ ら に Ｕ 字 形 ロ ッ ク 部 材 ２ が 設 け ら れ て お り 、 こ の Ｕ 字 形 ロ ッ ク 部 材 に よ り
対 向 プ ラ グ ３ が 固 定 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 供 給 イ ン サ ー ト １ ３ は 、 電 気 的 に 絶 縁 性 の ハ ウ ジ ン グ か ら 形 成 さ れ て い る 。 こ の ハ ウ ジ
ン グ は 互 い に 隣 接 し て 配 置 さ れ て い て 互 い に 結 合 さ れ た ３ つ の ス リ ー ブ １ ５ ， １ ５ ’ か ら
成 っ て お り 、 こ れ ら の ス リ ー ブ １ ５ ， １ ５ ’ 内 へ は ソ ケ ッ ト コ ン タ ク ト の 形 で 構 成 さ れ た
そ れ ぞ れ １ つ の 電 気 的 な コ ン タ ク ト ２ １ ， ２ １ ’ が 挿 入 可 能 で あ る 。 こ れ ら の コ ン タ ク ト
は 、 慣 例 の よ う に 遮 断 円 錐 部 （ こ こ に は 図 示 し な い ） に よ り ス リ ー ブ の 内 部 で 固 定 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で は Ｐ Ｅ コ ン タ ク ト と し て 示 し た 中 央 の 電 気 的 な コ ン タ ク ト ２ １ ’ が 、 差 込 み 領 域
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２ ２ と 圧 着 領 域 ２ ３ と の 間 に 厚 肉 部 ２ ４ が 配 置 さ れ て い る と い う 特 殊 性 を 有 し て い る 。 こ
の 厚 肉 部 ２ ４ 内 に は 孔 ２ ６ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 孔 ２ ６ は ね じ 山 を 有 し て い る 。 厚 肉 部
２ ４ の 形 状 付 与 は 可 能 な 範 囲 内 で 任 意 に 行 う こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 例 え ば ス リ ー ブ の
内 部 で は コ ン タ ク ト の 誤 り の な い 、 又 は 分 極 す る 配 置 が 確 保 さ れ る 。 さ ら に Ｐ Ｅ コ ン タ ク
ト を 収 容 す る 中 央 の ス リ ー ブ １ ５ ’ が 肉 厚 部 ２ ４ に 合 致 す る 開 口 １ ７ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 供 給 イ ン サ ー ト １ ３ は 、 そ れ ぞ れ 外 側 の ス リ ー ブ １ ５ に 配 置 さ れ た ２ つ の 係 止 ア ー ム １
６ を 有 し て お り 、 こ れ ら の 係 止 ア ー ム １ ６ の 内 部 に は Ｒ Ｊ － ４ ５ デ ー タ 差 込 み モ ジ ュ ー ル
９ が 挿 入 又 は 係 止 可 能 で あ る 。 異 な っ た 両 方 の プ ラ グ ユ ニ ッ ト の 組 付 け 後 に は 、 こ れ ら の
プ ラ グ ユ ニ ッ ト は プ ラ グ ハ ウ ジ ン グ １ 内 に 押 し 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ね じ ７ に よ り 、 両 方 の プ ラ グ ユ ニ ッ ト の 固 定 が 行 わ れ る 。 こ の ね じ ７ は プ ラ グ ハ ウ ジ ン
グ １ の 外 部 か ら 、 プ ラ グ ハ ウ ジ ン グ １ 内 に 設 け ら れ た 開 口 ５ を 通 過 し て 中 央 の コ ン タ ク ト
２ １ ’ の 肉 厚 部 ２ ４ に 設 け ら れ た ね じ 山 付 き の 孔 ２ ６ 内 へ ね じ 込 ま れ る 。 中 央 の コ ン タ ク
ト ２ １ ’ は 「 Ｐ Ｅ 導 体 」 を 収 容 す る の で 、 Ｐ Ｅ コ ン タ ク ト ２ １ ’ と 金 属 の プ ラ グ ハ ウ ジ ン
グ １ と の 間 の 面 （ こ の 面 に は こ の た め に 対 応 し て 形 成 さ れ た 高 め ら れ た 段 部 ４ が 設 け ら れ
て い る ） を 介 し て 、 確 実 で 直 接 的 な 電 気 的 コ ン タ ク ト が 保 証 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 、 フ ラ ン ジ を 設 け ら れ た 図 １ の プ ラ グ ハ ウ ジ ン グ １ に 対 応 し た 対 向 プ ラ グ を 示 し
て い る 。 こ の 対 向 プ ラ グ に は 、 プ ラ グ の 形 で 形 成 さ れ た Ｒ Ｊ － ４ ５ デ ー タ 差 込 み モ ジ ュ ー
ル １ １ 及 び 供 給 イ ン サ ー ト １ ４ を 収 容 す る た め の プ ラ グ ハ ウ ジ ン グ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 供 給 イ ン サ ー ト １ ４ 内 で は 、 ピ ン に よ り 形 成 さ れ た 電 気 的 な コ ン タ ク ト ２ ０ ， ２ ０
’ が ス リ ー ブ １ ５ ， １ ５ ’ 内 へ 挿 入 さ れ る よ う に な っ て い る 。 こ の 場 合 に 特 殊 に 形 成 さ れ
た 中 央 の コ ン タ ク ト ２ ０ ’ は 中 央 の ス リ ー ブ １ ５ ’ 内 に 位 置 決 め さ れ て い る 。 Ｒ Ｊ － ４ ５
－ デ ー タ 差 込 み モ ジ ュ ー ル １ １ を 収 容 す る た め に は 、 こ の Ｒ Ｊ － ４ ５ デ ー タ 差 込 み モ ジ ュ
ー ル の 形 状 に 対 応 し て 係 止 ア ー ム １ ６ が 外 側 ス リ ー ブ １ ５ に 一 体 成 形 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の ピ ン コ ン タ ク ト の 中 央 の コ ン タ ク ト ２ ０ ’ は 、 差 込 み 領 域 ２ ２ 及 び 圧 着 接 続 部 ２ ３
の 形 で 形 成 さ れ た 接 続 領 域 の ほ か に 厚 肉 部 ２ ４ を 有 し て い る 。 こ の 厚 肉 部 ２ ４ 内 に は 、 プ
ラ グ ハ ウ ジ ン グ ３ 内 に 供 給 イ ン サ ー ト １ ４ を 固 定 す る た め の ね じ 山 付 き の 孔 ２ ６ が 設 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 組 付 け の た め に は 、 デ ー タ 差 込 み モ ジ ュ ー ル １ １ と 供 給 イ ン サ ー ト １ ４ と が 互 い に 係 止
さ れ 、 一 緒 に プ ラ グ ハ ウ ジ ン グ ３ 内 へ 挿 入 さ れ 、 ね じ ７ に よ り 固 定 さ れ る 。 こ の 場 合 に 同
時 に ピ ン コ ン タ ク ト の 形 の コ ン タ ク ト ２ ０ ’ と プ ラ グ ハ ウ ジ ン グ ３ と の 間 に は 電 気 伝 導 性
の コ ン タ ク ト が 確 保 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ ａ は 、 ソ ケ ッ ト コ ン タ ク ト の 形 の コ ン タ ク ト ２ １ ， ２ １ ’ を 挿 入 す る た め の 、 互 い
に 隣 接 し て 配 列 さ れ た ス リ ー ブ １ ５ ， １ ５ ’ を 有 す る 供 給 イ ン サ ー ト １ ３ を 示 し て い る 。
中 央 の ス リ ー ブ １ ５ ’ の 細 長 い 開 口 １ ７ が 、 開 か れ た 端 部 で ウ ェ ブ １ ８ に よ り カ バ ー さ れ
て お り 、 こ の ウ ェ ブ １ ８ の 下 方 に は 開 口 １ ７ 内 に 挿 入 し た い ソ ケ ッ ト コ ン タ ク ト の 形 の コ
ン タ ク ト ２ １ ’ が 押 し 込 ま れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ ｂ は 、 供 給 イ ン サ ー ト １ ４ の 中 央 の ス リ ー ブ １ ５ ’ の 開 口 １ ７ を 示 し て い る 。 こ の
開 口 １ ７ 内 へ は 、 ソ ケ ッ ト コ ン タ ク ト の 形 の コ ン タ ク ト ２ １ ’ の 差 込 み 側 が 厚 肉 部 ２ ４ の
ス ト ッ パ ま で ス リ ー ブ 内 へ 押 し 込 ま れ て い る 。 ス リ ー ブ １ ５ ’ 内 に ピ ン コ ン タ ク ト 又 は ソ
ケ ッ ト コ ン タ ク ト の 形 の コ ン タ ク ト ２ ０ ’ ２ １ ’ の 深 め ら れ た 配 置 に 基 づ き 、 プ ラ グ ハ ウ
ジ ン グ １ ， ３ に は 高 め ら れ た 段 部 ４ が 一 体 成 形 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 ピ ン 又 は ソ ケ ッ
ト コ ン タ ク ト の 厚 肉 部 ２ ４ と プ ラ グ ハ ウ ジ ン グ １ ， ３ と の 間 の 直 接 の コ ン タ ク ト が 保 証 さ
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れ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 電 気 的 な コ ン タ ク ト が 配 置 さ れ た 差 込 み コ ネ ク タ モ ジ ュ ー ル 及 び フ
ラ ン ジ を 設 け ら れ た プ ラ グ ハ ウ ジ ン グ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 電 気 的 な コ ン タ ク ト が 配 置 さ れ た 差 し 込 み コ ネ ク タ モ ジ ュ ー ル 及 び
プ ラ グ ハ ウ ジ ン グ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ ａ は 、 ソ ケ ッ ト コ ン タ ク ト を 挿 入 す る た め の 、 互 い に 隣 接 し て 配 列 さ れ た ス
リ ー ブ を 有 す る 供 給 イ ン サ ー ト を 示 す 図 で あ り 、 図 ３ ｂ は 、 供 給 イ ン サ ー ト の 中 央 の ス リ
ー ブ の 開 口 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 １ 　 プ ラ グ ハ ウ ジ ン グ 、 　 ２ 　 Ｕ 字 形 ロ ッ ク 部 材 、 　 ３ 　 プ ラ グ ハ ウ ジ ン グ 、 　 ４ 　 高
め ら れ た 段 部 、 　 ５ 　 開 口 、 　 ７ 　 ね じ 、 　 ９ ， １ １ 　 Ｒ Ｊ － ４ ５ デ ー タ 差 込 み モ ジ ュ ー
ル 、 　 １ ３ ， １ ４ 　 供 給 イ ン サ ー ト 、 　 １ ５ 　 外 側 の ス リ ー ブ 、 　 １ ５ ’ 　 中 央 の ス リ ー
ブ 　 １ ６ 　 係 止 ア ー ム 、 　 １ ７ 　 開 口 、 　 １ ８ 　 溝 、 　 １ ８ ’ 　 ウ ェ ブ 、 　 １ ９ 　 分 極 手
段 、 　 ２ ０ ， ２ １ 　 コ ン タ ク ト 、 　 ２ ０ ’ ， ２ １ ’ 　 コ ン タ ク ト 、 　 ２ ２ 　 差 込 み 領 域 、
　 ２ ３ 　 圧 着 領 域 、 　 ２ ４ 　 厚 肉 部 、 　 ２ ６ 　 孔
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【 図 ３ 】
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